
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 宇部フロンティア大学短期大学部 
設置者名 学校法人 香川学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

食物栄養 
夜 ・

通信 
  

47 47 7  

保育 
夜 ・

通信 
38 38 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/content01 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/content01


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 宇部フロンティア大学短期大学部 
設置者名 学校法人 香川学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
香川学園ホームページの情報公開ページ（ http://www.kagawa.ac/k_jyoho.html ）に掲

載。 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 団体職員 
H30.12.4 ～

R2.7.6 

外部理事には、社会

における専門的実務

経験から学園全体の

運営に対して多様な

視点からの意見を求

めることができるこ

とから、これらを積

極的に取り入れ、融

合することにより、

多様な教育研究環境

の実現に資すること

を期待する。 

非常勤 会社役員 
H31.4.1 ～

R2.7.6 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 宇部フロンティア大学短期大学部 

設置者名 学校法人 香川学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

年末から次年度のシラバス作成を開始し、各教員に確認している。 

１月から２月に最終確認作業を行って３月中に作成し、年度初めのオリエンテーションで

シラバスがＨＰで確認できるように公開している。 

授業科目ごとに、授業形態・履修形態・単位数・開講期、授業概要、到達目標、成績評価

方法及び評価基準、授業計画と概要その他が記載されており、学生には受講したい科目のシ

ラバスを確認して履修登録するように指導している。 

授業計画書の公表方法 http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/content01 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
シラバスに授業科目の評価項目ごとの評価基準と評価割合が明示されており、単位授与・

履修認定はあらかじめ設定した成績評価の方法・基準により厳正かつ適正に実施している。 

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/content01


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
ＧＰＡについては、毎年、学生・教職員に配布するガイドブックに記載しており、学生に

はオリエンテーションで説明している。 

59 点以下は不可となり GPは 0、60点以上が合格となり、10点刻みで 1 から 4 まで 5段階

でポイント化すること。未履修・認定は除外すること。GP×単位数の総和を単位数の総和で

除したものを GPAとし、学科ごとの平均値を算出することを明示している。 

ＧＰＡの算出時期は１年次及び２年次の後期試験終了後で、成績指導や奨学金選考の基準

としていることも明示している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
入学生に配布する「CAMPUS LIFE GUIDEBOOK」 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
卒業の認定方針 

ディプロマポリシーは各学科で定めており、食物栄養学科・保育学科共に、（1）知識・理

解、（2）汎用的技能、（3）態度・志向性、及び（4）統合的な学習経験と創造的思考力を身

に付ける能力としている。また、各項目について、学科の特徴に応じた解釈を付すことで、

学科独自のディプロマポリシーとしている。 

また、卒業に必要な単位数を食物栄養学科 62 単位以上、保育学科 62単位以上としている。 

 

カリキュラムマップ 

ディプロマポリシーと各科目の関係を示したカリキュラムマップを、冊子版のシラバスに

掲載し、入学生に配布し、周知している。また、カリキュラムマップを教員にも周知してお

り、自身の授業について学生に身に付けさせる能力を意識できるようにしている。 

 

卒業判定 

卒業の判定は、2 年生後期の定期試験終了後、科目の成績が出た後に、教授会で行ってい

る。留年生の場合、前期の定期試験終了後に行う場合がある。教授会において、2 年生一人

ひとりの科目群ごとの修得単位数及び修得単位数の合計が記載された資料を基に、卒業要件

を満たしているかどうか判定するとともに、ディプロマポリシーに掲げる能力が身について

いるかどうか確認する。教授会の議を経て、学長が卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/policy（全学） 

http://www.ube-c.ac.jp/page-nursery/policy（保育） 

http://www.ube-c.ac.jp/page-diet/policy（食物栄養） 

http://www.ube-c.ac.jp/page-information/rule（学則） 

入学時に配布する「CAMPUS LIFE GUIDEBOOK」 
 

  

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/policy
http://www.ube-c.ac.jp/page-nursery/policy
http://www.ube-c.ac.jp/page-diet/policy
http://www.ube-c.ac.jp/page-information/rule


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 宇部フロンティア大学短期大学部 

設置者名 学校法人 香川学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.kagawa.ac/k_jyoho.html 
収支計算書又は損益計算書 http://www.kagawa.ac/k_jyoho.html 
財産目録 http://www.kagawa.ac/k_jyoho.html 
事業報告書 http://www.kagawa.ac/k_jyoho.html 
監事による監査報告（書） http://www.kagawa.ac/k_jyoho.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/selfinspection 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/selfinspection 

 

  

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/selfinspection
http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/selfinspection


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

① 育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 保育学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-information/rule、CAMPUS 

LIFE GUIDEBOOK） 

（概要） 

学則第1条第2項に以下のように記載している。 

 保育学科は、保育と福祉、教育の視点から人々の健全な成長・発達に貢献できる人材の育

成を目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-nursery/policy、

CAMPUS LIFE GUIDEBOOK） 

（概要） 

保育学科 ディプロマポリシー(学位授与の方針)  

基本方針 保育学科では、「人間性の涵養と実学の重視」という建学の精神に基づき、「礼

節」「自律」「共生」を旨として自身を厳しく律しながら、保育･福祉･教育の視点から、

専門資格の深い知識と技能を、子ども・保護者の側に立って活用し、考え、行動できる人

材を育成します。 

1.知識・理解 

・保育の本質と目的について理解している。 

・保育に関する基本的知識を修得している。 

・子どもの成長と発達に関する知識を理解している。 

2.汎用的技能 

・保育内容をふまえた基本的な表現技術を適切に用いることができる。 

・子どもへの適切なあそびや養護の技術が身についている。 

3.態度・志向性 

・チームワークを大切にし、他者と協調・協働して行動できる。 

・自身を振り返り省察し、ものごとを探求し続ける姿勢が身についている。 

4.統合的な学習経験と創造的思考力 

・子ども一人ひとりの生活や発達過程に応じた援助を考えることができる。 

・保育者としての責任感と倫理観をもって行動することができる。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ：

http://www.ube-c.ac.jp/page-nursery/policy、CAMPUS LIFE GUIDEBOOK） 

（概要） 

基本方針 保育学科では、ディプロマポリシーに掲げる能力を身につけるため、次の方針

の下に教育課程を編成し、きめ細やかな履修・学修指導を行います。 

1.教育課程の編成 

・初年次教育を重視し、１年次を中心に、豊かな人間性を養う礎となる、キャリア、

健康スポーツ、外国語など幅広い分野にわたる教養教育科目を設ける。 

・１年次の教養教育必修科目に「大学入門」、「キャリアデザイン」を開講して、大

学での学習方法、社会人基礎力、職業意識の形成や就職活動の方法について修得させ

る。 

・教育職員免許法施行規則と児童福祉法施行規則に定める科目を中心にカリキュラム

を編成し、子どもの成長や発達についての理解、保育者に求められる専門的な知識・

技術及び倫理の修得を図る。 

・最新の保育・幼児教育・子育て支援の動向に対応し、また保育者に求められるスキ

ルをより深化・拡充させるものとして社会福祉主事任用資格、認定ベビーシッター資



  

格、児童厚生二級指導員資格、レクリエーション・インストラクター資格、公認障が

い者スポーツ指導員資格の取得を可能とし、より広い視野と見識を育成する。 

2.学修方法・学修過程 

・「総合演習Ⅰ～Ⅳ」は卒業必修科目として位置づけ、問題発見、論理的思考、課題

解決の能力を育成する。 

・実習および実習の事前指導・事後指導を重視し、保育現場の役割・機能や子どもの

現状、保育の展開方法を体験的に学ぶことで、保育者としての実践力が身につくよう

にする。 

3.学修成果の評価 

・成績評価にあたっては、シラバスに明示した各科目の到達目標、評価項目および評

価基準にもとづき、各科目に適した評価方法を用いて公正かつ総合的に行います。 

入 学 者 の 受 入 れ に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ：

http://www.ube-c.ac.jp/page-information/rule、CAMPUS LIFE GUIDEBOOK） 

（概要） 

基本方針 保育学科では、ディプロマポリシー及びカリキュラムポリシーに示す内容を達

成するために、以下に示す学生像を求め、入試選抜・入学前教育を実施します。 

1.求める学生像 

・高等学校までに履修する教科の内容を広く理解している人。 

・日常のさまざまな出来事に興味・関心を持ち、研究心旺盛な人。 

・子どもの保育や幼児教育について興味・関心を深く持ち、将来保育士や幼稚園教諭

など子どもと関わる分野で活躍したいという熱意のある人。 

・他者と積極的にコミュニケーションをとり、協調してものごとに取り組む態度が見

られる人。 

2.入試選抜 

 本学科で求める学生像を、推薦入試、AO 型入試および AO 型社会人入試においては面接

と書類審査、一般入試では学力試験と面接、書類審査において確認します。 

3.入学前教育 

 大学教育を受けるのに必要な基礎的能力の向上のため、入学予定者に課題を与え、その

提出を求めます。または入学までに学習しておくべき内容を提示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部等名 食物栄養学科 

教育研究上の目的（公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-information/rule、

CAMPUS LIFE GUIDEBOOK） 

（概要） 

学則第1条第3項に以下の通り記載している。 

 食物栄養学科は、栄養と食の視点から人々の健康の保持・増進に貢献できる人材の育成を

目的とする。 



  

卒業の認定に関する方針（公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-diet/policy、

CAMPUS LIFE GUIDEBOOK） 

（概要） 

食物栄養学科ディプロマポリシー(学位授与の方針) 

基本方針 食物栄養学科では、「人間性の涵養と実学の重視」という建学の精神に基づき、

「礼節」「自律」「共生」を旨として自身を厳しく律しながら、栄養と食の視点から、専

門資格の深い知識と技能を、相手の側に立って活用し、考え、行動できる人材を育成しま

す。 

1.知識・理解 

・人の生の営みが自然の恩恵の上に成り立っていることを理解し、自分以外の他者や

自然に対して、感謝の気持ちを持つことができる。 

・栄養士として必要な「社会生活と健康」、「人体の構造と機能」、「食品と衛生」、

「栄養と健康」、「栄養の指導」、「給食の運営」に関する専門教育科目の知識と技

能が身についている。 

・食品の栄養成分や調理特性、機能性や安全性など食品に関する幅広い知識と技能が

身についている。 

2.汎用的技能 

栄養士として働くにあたって必要な技能と応用力（献立作成、調理及び給食管理など）

が身についている。 

・対象者のライフステージや身体状況に応じた健康づくり支援をすることができる。 

・食品の流通や安全性、並びに食品成分の栄養特性や機能性などの食品に関連する基

本的実験技能が身についている。 

3.態度・志向性 

・人と積極的にコミュニケーションを図り、協力して作業に取組み、計画を進めるこ

とができる。 

・食の専門家であり続けるために、生涯にわたって新しい知識と技能を身につけなが

ら、自己の資質向上に努めることができる。 

4.統合的な学習経験と創造的思考力 

・幅広い専門教育科目を学習することによって得た知識や技能を基に、主体的な研究

活動やフィールド調査に取り組み、その結果をまとめることができる。 

教 育 課 程 の 編 成 及 び 実 施 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ：

http://www.ube-c.ac.jp/page-diet/policy、CAMPUS LIFE GUIDEBOOK） 

（概要） 

基本方針 食物栄養学科では、ディプロマポリシーに掲げる能力を身につけるため、次の

方針の下に教育課程を編成し、きめ細やかな履修・学修指導を行います。 

1.教育課程の編成 

・初年次教育を重視し、１年次を中心に、豊かな人間性を養う礎となる、キャリア、

健康スポーツ、外国語など幅広い分野にわたる教養教育科目を設ける。 

・1 年次の教養教育必修科目に「大学入門」、「キャリアデザイン」を開講して、大

学での学習方法、社会人基礎力、職業意識の形成や就職活動の方法について修得させ

る。 

・栄養士法施行規則に定められている教育内容と単位数を満たす科目に加え、食の専

門家として必要な最新の知見と技能を養うための体系的なカリキュラム編成とする。 

・栄養士としての実践力、社会人としての社会力を養うために、学外活動等で地域や

学外他組織との連携を図り、知識と技能を身につけることのできる実学を重視したカ

キュラム編成とする。 

・専門教育の理解、学習成果については、全国栄養士養成施設協会「栄養士実力認定

試験」の評価結果により、栄養士として必要な知識・技能を段階評価し、資質向上に

向けたカリキュラム編成とする。 

2.学修方法・学修過程 

・「食物栄養ゼミ」は卒業必修科目として位置づけ、問題発見、論理的思考、課題解



  

決の能力を育成する。 

3.学修成果の評価 

成績評価にあたっては、シラバスに明示した各科目の到達目標、評価項目および評価

基準にもとづき、各科目に適した評価方法を用いて公正かつ総合的に行います。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-diet/policy、

CAMPUS LIFE GUIDEBOOK） 

（概要） 

基本方針 食物栄養学科では、ディプロマポリシー及びカリキュラムポリシーに示す内容

を達成するために、以下に示す学生像を求め、入試選抜・入学前教育を実施します。 

1.求める学生像 

・専門教育科目を学ぶ基礎学力を身につけている人。 

・食や健康に興味があり、栄養士免許取得を目指している人。 

・自分の食生活を大切にし、将来に向けた健康づくりが実践できる人。 

・栄養士として、地域の人々の健康に貢献したいと思っている人。 

2.入試選抜 

本学科で求める学生像を、推薦入試、AO型入試および AO 型社会人入試においては面接

と書類審査、一般入試では学力試験と面接、書類審査において確認します。 

3.入学前教育 

 大学教育を受けるのに必要な基礎的能力の向上のため、入学予定者に課題を与え、その

提出を求めます。または入学までに学習しておくべき内容を提示します。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/staff 

 

  

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/staff


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1人 － 1人 

食物栄養 － 2人 0人 4人 1人 1人 8人 

保育 － 3人 3人 3人 0人 0人 9人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

1人 33人 34人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/staff 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

食物栄養 50人 47人 94％ 100人 84人 84％ 0人 0人 

保育 80人 49人 61.3％ 160人 94人 58.8％ 0人 0人 

合計 130人 96人 73.8％ 260人 178人 68.5％ 0人 0人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

食物栄養 
39人 

（100％） 

2人 

（  5.1％） 

36人 

（  92.3％） 

1人 

（  2.6％） 

保育 
52人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

44人 

（  84.6％） 

8人 

（  15.4％） 

合計 
91人 

（100％） 

2人 

（  2.2％） 

80人 

（  87.9％） 

9人 

（  9.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/staff


  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画については、ホームページにシラバ

スを掲載している。シラバスには、授業科目名、講義・演習等の授業形態及び授業概要・毎回

の授業計画を掲載している。また、学年暦をホームページ上に公表している。 

 これらの公表は、以下のホームページアドレスで行っている。 

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/content01 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 シラバスに授業科目の評価項目ごとの評価基準と評価割合が明示されており、単位授与・履

修認定はあらかじめ設定した成績評価の方法・基準により厳正かつ適正に実施している。 

 卒業に必要な単位数を修得し、ディプロマポリシーに掲げる能力を身に付けた学生に卒業を

認定し、学位の授与を行っている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
食物栄養 62単位 有・無 単位 

保育 62単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.frontier-u.jp/campuslife/c-map-campus/ 

 

  

http://www.frontier-u.jp/campuslife/c-map-campus/


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 食物栄養 570,000円 250,000 円 435,000円 施設設備費、教育充実費他 

 保育 570,000円 250,000 円 445,000円 施設設備費、教育充実費他 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

① オフィスアワー 

オフィスアワーを設定し、学生が授業時間外に教員に質問ができるようにしている。 

② 海外研修 

オーストラリアやアメリカ合衆国等海外にある大学と学術協定を締結し、交換留学等の支援を

している。 

③ 学生寮 

大学敷地内に女子寮を設け、通学がしやすい環境を提供している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

就職・進学の活動を効果的に行うため、卒業までに進路ガイダンスを数回開催しており、学

生に必ず出席するよう指示している。1 年次前期に進路への心構えを指導し、後期に資料請求

の仕方や履歴書作成の説明等具体的な内容を指導している。3月以降は、個別面談・書類添削

を行い、卒業前には、ソーシャルマナーの復習をしている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

① 学生相談室 

学生相談室に相談員として臨床心理士を配置し、主に精神面での相談を行っている。 

② ハラスメント対応窓口 

ハラスメントの相談ができるよう、相談窓口の電話番号を公開し、学生に周知している。 

③ 保健室 

保健室において、学生の健康相談や定期健康診断の事後指導等を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/publication 

 

 

http://www.ube-c.ac.jp/page-guide/publication

